
春期募集 新規申込説明会

【対象者】
2026年4月入学の方

日本学生支援機構奨学金

大阪産業大学 学生課

奨学金係



【この説明会の対象者】

①大学入学後、初めて申し込む

②高校で申し込み、予約採用候補者に決定しているが、

さらに追加で申し込みたい

2026年4月入学の新入生の方が対象です

【2年生以降】【編入生】

は対象外です。

※留学生の方は対象外です。「国際交流係」へお問合せください※



【予約採用候補者の方】

高校のときに申し込み、
予約採用候補者に決定されている方の説明会は
4月2日・3日に終了しています。

決定通知をまだ提出されていない方は、
4月7日（月）12：00までに
『本館１階 奨学金特設窓口』へ提出してください。



【配布資料の確認】

⑥ポータルシステムの通知設定 ⑦学修計画書

①入力内容確認書 ②奨学金案内ダイジェスト ③募集要項 ④スカラネット下書き用紙

⑤申込手順



【説明会の内容】

奨学金申請方法・スケジュールついて

奨学金の概要

補足事項

1

2

3

・給付奨学金・貸与奨学金1種・2種概要
・保証制度について



奨学金申請方法と
スケジュールについて



①スカラネット

入力

②奨学金確認書兼地方税同意書

郵送

③提出用封筒の提出

【申請書類提出期限】

2026年４月20日 24：00まで

2026年４月23日までに郵送

2026年４月24日 17：00まで
※郵送の場合は必着



【①スカラネット入力】

①スカラネット入力

・入力期日を守り、スカラネット（WEB）からの入力を完了させてください。

※奨学金申請の入力後、『マイナンバー』の入力までして完了です。

奨学金
申請入力

スカラネット

入力完了
+ マイナンバー

入力
＝

入力完了していない

奨学金
申請入力

スカラネット+ マイナンバー

未入力 ＝

機構の審査が

進みません

★入力をはじめる前に

『スカラネット入力下書き用紙』を記入してください。

「間違いやすいポイント」を本日配布の【申込手順】に記載しています。

必ず確認してください。



ユーザＩＤ：３０６０４０

パスワード：５８ｂｅｎｚｓ６

・配布している≪申込手順≫を見て、不備のないよう、
期日を守って手続きしてください

【識別番号（ユーザＩＤとパスワード）】



【スカラネット下書き用紙】修正箇所

≪6ページ目：上段≫

〇
西暦

≪16ページ目：上段≫

〇

お渡ししている「スカラネット下書き用紙」には
『西暦』の記載がありますが、

正しくは『西暦』の記載は不要です

その他

お渡ししている「スカラネット下書き用紙」には
『その他』として、記入してもらうようになっていますが、

正しくは、赤枠の内容となります



【②奨学金確認書兼地方税同意書郵送】

②奨学金確認書兼地方税同意書

郵送

・『スカラネット入力完了後（1週間以内）』、日本学生支援機構へ郵送してください。

・父母いるが、「生計維持者」を一人しか記入していない（収入の有無は関係なし）

・生年月日の記入まちがい

・「本人確認書類」で添付した「マイナンバーカードの写し」の期限が切れていた

よくある
不備内容

・同一筆跡

これ以外でも、機構が不備と判断した場合、審査がすすみません。

不備のないよう、よく確認してから郵送してください。

不備があった場合、機構から「郵送」「電話」「メール」いずれかで確認が入ります

『専用封筒』を使って
『簡易書留』で郵送してください



【③提出用封筒の提出】

③提出用封筒の提出

『奨学金特設窓口』へ提出してください

郵送の場合は、「提出期限」必着でレターパックで郵送
してください

受付

提出書類の
不備確認

不備があれば

返却

不備を解消
して再提出

提出用封筒
の提出

提出期限直前は、再提出の方も多く

大変混みあいます。

余裕をもって、早めに提出してください。



【提出書類】

入力内容確認書 両面
記入要

学修計画書 両面
記入要

全員提出 給付奨学金を申請する方のみ

※各項目
200文字以上
記述してください

★提出用封筒を確認し、その他提出書類があれば同封し提出してください★

+

必要書類のみを
「提出用封筒」に入れ
て提出してください



【採否結果の連絡方法と時期】

2026年７月初旬頃予定

ポータルシステムより通知します

※必ず『本人』『保護者』とも「メール通知設定」をしておいてください

採用であれば、初回振込：7月10日（金）

≪注意点≫

①奨学金は審査があるので、必ずしも採用されるわけではありません

②採用の場合、不備や審査状況によっては、初回振込が8月や9月になることがあります

③個別に審査の進捗はお答えできません



【ポータルシステムの通知設定】

奨学金に関する大切なお知らせは、『すべて』ポータルシステムよりお伝えします。

本日配布の『ポータルシステムの通知設定』を見ながら、メールの通知設定を
してください。

学生本人 保護者 同じ内容を配信します。必ず両方の設定をお願いします。

【学生】  本館5階 「情報科学センター」

【保護者】 「後援会」

ポータルシステムについてのお問合せ

確認不足や連絡がとれないことで、『採用取消』や『廃止』などになっても、大学では一切責任は負いません



奨学金の概要



【春期申込可能な奨学金】

給付奨学金

・原則返還する必要がありません

・授業料等減免とセットです

貸与奨学金

・卒業後に返還する必要があります

【授業料等減免とは？】

・マイナンバーの情報をもとに日本学生支援機構が支援区分を決定します

・決定した支援区分に応じた金額が「授業料」から差し引かれます

成績によっては
返還の可能性があります

第一種奨学金 第二種奨学金

・利子がかからない ・利子がかかる

給付奨学金と一緒に利用する
場合、基本的に振込が0円に
なる

第一種の2倍の貸与額選択
が可能。給付奨学金の影響
は受けない

★配布資料の『募集要項』を確認し、ご自身が必要な奨学金を申込んでください★

利子がかかるのは
卒業後からです

区分有 多子世帯 理工農



給付奨学金



【給付奨学金ってどんなもの？】

日本学生支援機構

支援区分がつく

タイプ

【多子世帯】

支援区分がつくタイプ

【多子世帯】

支援区分がつかないタイプ

・第Ⅰ区分（多子）

・第Ⅱ区分（多子）

・第Ⅲ区分（多子）

・第Ⅳ区分（多子）

・第Ⅰ区分

・第Ⅱ区分

・第Ⅲ区分

・第Ⅳ区分（理工農）

・住民税の情報をもとに
支援区分を決定

支援区分がついて、
さらに「きょうだいが3人以上」
の『多子世帯』

支援区分はつかないけど、
「きょうだいが3人以上」の『多子世帯』

・多子世帯



・給付奨学金の対象か？

『進学資金シミュレータ』で確認できます

あくまで「目安」としてご利用ください

月々振り込まれる
給付奨学金は0円

支援区分

年収の

目安

～約300

万円

～約400

万円

～約460

万円

～約700

万円

～収入制限

なし



【給付奨学金：第Ⅳ区分（理工農）】

※転部等をした場合は対象外となります

対象学部

情報デザイン学部

建築・環境デザイン学部

システム工学部

※授業料等減免のみで、月々の給付額はありません。



【給付奨学金：多子世帯】

2024年 2025年 2026年

2024年12月時点で、
生計維持者（父・母など）が
扶養している子どもの人数が
『3人以上』

２０２６年春期募集で
『給付奨学金：多子世帯』の
申請可能

2025年にきょうだいが
扶養をはずれて、『3人以上』
ではなくなった。

２０２６年9月までは
『多子世帯』の支援対象
となる可能性有

第Ⅳ区分
多子世帯 授業料等減免+月々の支給額あり

多子世帯 授業料等減免のみ

日本学生支援機構の審査により
区分がつくかが決まります

★学生と生計維持者の『マイナンバー』を通じて世帯で扶養している子どもの数の情報を機構が確認します

★『2026年春期募集』においては、2024年の情報で審査されます



【給付奨学金：月々の給付額】

（カッコ内は生活保護（扶助の種類を問いません）を受けて
いる生計維持者と同居している方及び、社会的養護を必要と
する人で児童養護施設等から通学し、「自宅通学」扱いの
方）

※支援区分は毎年10月に見直されます。
採用時に決まった支援区分が卒業まで同じとは限りません



【給付奨学金：授業料等減免額】

★第Ⅱ区分・第Ⅲ区分の多子世帯の方は、「区分なし多子世帯」と同じ減免額となります

第Ⅱ区分
 多子

第Ⅲ区分
 多子



【給付奨学金：授業料等減免いつから？】（採用になった場合）

2026年

入学金・前期授業料

本採用

手続き完了
大学より返戻

２０２６年

後期以降

納入済 採用区分に応じた
・減免額（前期分）
・入学金
を奨学金振込口座に
大学から返戻します

減免額を差し引いた
授業料等の振込依頼書が
郵送されます

本採用の手続きが
必要です。
採用になった方へ
追ってご案内します

★採用決定と同時に『区分』が確定します

★本採用の手続き完了後の返戻となります。

採用になった場合、必要書類は期日を守って提出してください。



【給付奨学金：自宅外通学の方】（採用になった場合）

申請書類提出
7月

入金日

8月

入金日

９月

入金日

審査

完了

10月入金

（反映日）

自宅通学
月額振込

4～9月の差額

自宅外通学
月額振込

提出期日に遅れると、
審査も遅れます 自宅通学

月額振込
自宅通学
月額振込

〔不備なく期日までに提出した場合の入金イメージ〕

・「通学形態変更届」と「賃貸借契約書のコピー」等の必要書類の提出が必要です

・日本学生支援機構の審査が完了するまでは、「自宅通学」の月額が振り込まれます

・審査が完了後、4月からさかのぼった「自宅通学」と「自宅外通学」の月額の差額が

まとめて振り込まれます

提出期限が過ぎた場合や、入居日が2026年5月以降の場合は、

４月からさかのぼることができません



【給付奨学金：学業基準】

高等学校における
学習成績の状況（評定平均）
が3.5以上であること

高等学校卒業程度
認定試験の合格者で
あること

将来、社会で自立し、
活躍する目標をもって
学修する意欲を有してい
ることが学修計画書等に
より確認できること

A B C

※A・B・Cのいずれかの要件を満たしていることが、出願資格です

※配布資料の『2026年度春期在学採用 奨学生募集要項』を必ず確認してください



第一種奨学金



【貸与月額】

※最高月額は、併用貸与の家計基準に該当する場合のみ利用できます。

月々奨学金が振り込まれ、卒業後に返還が必要です（利子なし）



【併給調整】

『給付奨学金』と『第一種奨学金』を同時に受ける場合
給付の支援区分によって第一種奨学金の金額が決まります。

給付奨学金を受けている間は、自動的に一種の金額は調整されます

例）給付奨学金が第Ⅰ区分で採用された場合

第一種奨学金
0円

第二種奨学金
80,000円

給付奨学金

第一種奨学金
54,000円

申込時の希望金額

第二種奨学金
80,000円

実際の振込額

給付奨学金Ⅰ区分
38,300円

採用

給付がⅠ区分で
採用となったので
併給調整の結果
第一種は0円

第二種は給付の影響を受け
ないので、申込時の金額が振
り込まれます。
区分が心配な方は申請を
推奨します。



【学業基準】

※卒業時の学習成績の状況が、大学に提出時より上がっている場合は、

 調査票を添付してください

※父母ともに住民税所得割額が0円の世帯、生活保護受給世帯等は

給付奨学金の学業基準に基づき（提出物あり）、緩和される可能性があります

高校の学習成績の状況（評定平均）が3.5以上

該当者は
「奨学金窓口」へお
問合せください



【返還方式】

第一種奨学金を申込む方は、『返還方式（返していく方法）』を申込時に決める必要があります

※第二種奨学金の方は『定額返還方式』しか選べません

前年度の収入に
連動して返還額
が変わる

収入に関わらず毎月
一定額を返還

注意点

・『所得連動返還方式』は『機関保証』しか選べません

・採用後に変更希望の場合、変更できる期間や保証制度の変更が生じる場合があるので、
早めに奨学金窓口までお問合せください



第二種奨学金



【貸与月額と利率の算定方法】

２万円～12万円までの間の1万円単位

で希望の金額を決めることができます

第二種奨学金は、『利率の算定方法』を申込時に決める必要があります

【利率固定方式】

貸与終了時に決定した利率が
返還完了まで適用されます

【利率見直し方式】

貸与終了時に決定した利率が
おおむね5年ごとに見直されます

★採用後、変更希望の方は、貸与終了までであれば変更可能です

貸与月額

『利率の算定方法』とは

利率を計算する方法
のことです。



【学業基準】

本学入学をもって不問

※配布資料の『出願要項学業要件』を確認してください



保証制度



【人的保証とはどんな制度？】

奨学生が返還を延滞した場合に、親（連帯保証人）や4親等内の親族（保証人）
が代わりに返還義務を負う制度です。
機関保証とは異なり、原則保証料は無料ですが、返還が滞ると親族に最大で
全額の返還責任が及ぶ仕組みです。

返還が滞る 【連帯保証人】

返還請求

【保証人】
連帯保証人も
延滞した場合

返還請求

【学生本人】

※申込前に、「連帯保証人」「保証人」へしっかりと奨学金概要や必要書類について説明し
 了承を得てから申し込んでください。

※採用後に断られた、必要書類を準備できない等の理由で、手続きが間に合わない場合は
 採用取消となり、全額一括返金する必要があります



【人的保証 選出条件】

• 原則父または母連帯保証人

• 父または母以外

• 別生計の4親等以内の親族保証人

保証人の注意点

・離婚した父母を『保証人』に選ぶことは可能

※ただし、「4親等以外」となります

・「65歳以上の方」「4親等以外の方」を選ぶ場合は

特別な書類が必要です



【機関保証とはどんな制度？】

保証料を支払うことで保証機関が連帯保証人を
代行する制度です。

機関保証 人的保証 『機関保証』から『人的保証』への変更はできません

申込金額

保証料

実際
振り込まれる月額

月々の奨学金から保証料を支払うため、
振込まれる金額は申込金額より少なくなります



【家計基準についての確認方法】

WEBから世帯の年収等を答えることで、
希望の奨学金を受けることができるか詳細に知ることができます

進学資金シミュレーター

・インターネットで「進学資金シミュレーター」と検索

・奨学金案内ダイジェスト
いずれかで確認できます

※「進学資金シミュレーター」はあくまでも目安です

※家計の審査は「日本学生支援機構」で行われるため、

詳細については、大学ではわかりません

「生徒・学生の方向け」

「保護者の方向け」があります

「保護者の方向け」で確認してください



本館1階 学生課
奨学金特設窓口

 【窓口時間】平日:10:00～17:00／土曜:9：00～12：30

【電話番号】072-875-3070（直通）／072-875-3069

メールアドレス：shogaku@cnt.osaka-sandai.ac.jp 

★窓口対応優先のため、電話はつながりにくい可能性があります

★大学公式WEBサイトのお問合せフォーム等をご利用いただくなど、ご協力をお願いします

★窓口時間外の受付は一切行いません

お問合せ先



 日本学生支援機構の奨学金は、勉学に励む意欲を持った学生に、

 給付・貸与されます。採用となったとしても、成績次第では給付奨学金・

貸与奨学金ともに停止・廃止・全額返還になります

 採用後にも、さまざまな手続きが必要です

 手続きが遅れると停止・廃止の原因となります

・充実した大学生活を送るためにも、ご卒業まで単位の取得には十分に

気を付けて、ポータルシステムのお知らせ等を必ず確認し、滞りなく手続きを

することを、心がけてください。

さいごに


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42

